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6貫入が終了しだたらばアンカｰチャンバｰの中に圧縮空気

を送リ込みチャンバｰを底質から引抜くのである.

θ最後にナイロンロｰプで全装置を引揚げながらコアサンフ

ラｰも底質から引抜き船上に引揚げられるのである.

場合対象地質採取深度可働水深取扱い･修理の

難易性諸経費だとの諾条件を総合的に検討しあまり

慾張らずに必要最少限度に目標を絞ることが必要である

と思われる.(筆者らは試錐課)

この外にもKermabon'shydrostaticcorerSysoeマｰ
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staticcorer,Bottomstandinghydrostaticcorerだとが

㈩

ある.

むすび

上記のように沈置式の各種装置を羅列してみたが対

象地質とか採取深度の条件によって適用機種はまちまち

である.ということは各種条件をすべて満足させるよ

うな万能型装置は無いということである.それ故調

査目的に応じて機種を選定したり新しく試作を試みる
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⑭:風化作用による明ばん石化作用とはどのようたも

のか?

A:風化作用によって形成された明ばん石は経済的

た意味での鉱床はたしていたいがとくにウラ

ルパキスタンでみられる.これには高い気温

が必要でアルミナｰシリカ岩が硫酸により分解

されその部分の土壌が明ばん石化すると考えら

れる.このようた成因では明ばん石のほかに

jarOSiteカミ形成される.jarOSiteは他の場合に

は形成されたい.このタイプの明ばん石化作用

は当然熱帯地方でおこたわれるのだカミ目本

南部地域でもおそらく同様の過程がみとめら

れるものと考える.

(訳者あとがき)

この講演は4月30目地質調査所東京分室海外地質調

査鶴カ室で鉱床部談話会として行なわれたものである.

演者のKAs亘醐教授はソ連邦アセノレバイシヤン共和

国科学アカデミｰ会員であるほか同共和国バクｰ大学

の岩石学鉱床学鉱物学部門の主任教授として長い間

研究と指導にあたって来られこの講演の2つのテｰマ

である明ばん石と丘StOWeniteのほかコｰカサス地

域での金属鉱床と地質構造との関連や熱水変質作用に

よる粘土鉱物の形成過程などについても幅広い研究をし

てこられた方である.今年65歳.これまでに発表し

た論文数は600余篇とのことでその広範な知識と見

聞はこの短い講演の端々からもうかカミうことができる.

たお来日を機会に地質調査所へ寄贈された教授の著書

の題名を以下に掲げておく.また文章の順序を整え

るため話の順序を一部改変したことをお断りしておく.

(訳者は鉱床部)

寄贈著書リスト

1)A∬yHHTbI,HXFEHE3HC凹HCnO兀b30･

BAHHE;M.A.KA叫KAHTOM1,2H3八ATEπb･

CTBO《HE皿PA》MOCKBA1970

〔A1unites,TheirGenesisandUti1ization;M.A,

KAs亘KムI,Y01.1,2,《Nedra》Pub1ishingHouse,Mos･

cow,1970〕

2)HOHEPEqHbIE(AHTHKABKA3CKHE)凪H-

C兀OKA口HHKPbIMCKO-KABKA3CKOFOPEFHO-

HA,HXPOπbB-MAFMATH3MEH3AKOHOME-

PHOCT兄XPA3ME叫E肘H兄πO爪E3HbIXHCKOn･

AEMbIX;M.A.KA叫KAH,F.n,TAMPA3兄H;

H3瓜ATEπbCTBO《HE凪PA》,MOCKBA,1967

〔Cross-Fo1ds(Anticaucasian)oftheCrimea-Caucasus

Region,TheirE丘ectontheMagmatismandRegu1a-

ritiesinUsefu1Minera1sDistribution;M.A.KAs肛AI,

G.P.丁畑BAzIAN;Pub1ishingO舐｡e《Nedra》,Moscow,

1967〕

3)nETPO∬OFH兄HMETAπ兀OFEHH兄八AL1ユ･

KECAHAH凪PyFHX)KE〃E30Py凪HbIXMECT-

OPO〉K八E肚HHA3EPBAH凪)KAHA;M.A.KALu;K･

A坑;H3八ATE兀bCTBO《HE瓜PA》,MOCKBA,1965

〔Petro1ogyandMeta11ogenyofDas趾esanandOtheエ

�潮��数�楴��慯晁�牢��慮����

s亘KAI,Pub1ishingO伍｡e《Nedra》,1Moscow,1965〕
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